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交
流
を
深
め
よ
う
と
『
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル

交
流
宣
言
書
』
に
調
印
し
、
『
家
族
、
姉

妹
、
兄
弟
、
友
達
』
の
よ
う
な
関
係
を
築

き
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
交
流
や
相
互

支
援
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
を
宣
言
し
ま

し
た
。

　

姉
妹
都
市
提
携
や
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
交

流
を
き
っ
か
け
に
、
登
別
市
の
幌
別
地
区

手
づ
く
り
祭
り
、
海
老
名
市
の
市
民
ま
つ

り
、
白
石
市
の
農
業
祭
な
ど
、
各
市
で
物

産
展
を
開
催
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
物
産
品
を

Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。
登
別
市
は
、
『
登
別

ブ
ラ
ン
ド
推
奨
品
』
を
中
心
に
販
売
。
毎

年
、
登
別
市
の
物
産
品
を
買
う
こ
と
を
楽

し
み
に
会
場
に
足
を
運
ぶ
方
も
多
く
、
各

市
の
市
民
と
の
交
流
も
活
発
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

時
に
互
い
に
助
け
合
う
こ
と
を
目
的
に
、

『
危
機
発
生
時
に
お
け
る
相
互
応
援
に
関

す
る
協
定
』
を
締
結
し
ま
し
た
。
平
成
24

年
11
月
に
登
別
市
で
発
生
し
た
大
規
模
停

電
で
は
、
白
石
市
と
海
老
名
市
か
ら
多
く

の
食
料
や
使
い
捨
て
カ
イ
ロ
な
ど
の
支
援

物
資
が
届
き
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
4
月
に
登
別
市
、
白
石
市
、

海
老
名
市
の
3
市
で
、
大
規
模
災
害
発
生

　

平
成
23
年
4
月
に
は
、
登
別
市
、
白
石

市
、
海
老
名
市
の
3
市
の
更
な
る
発
展
と

　

平
成
22
年
4
月
、
海
老
名
市
か
ら
登
別

市
へ
消
防
車
5
台
が
寄
贈
さ
れ
、
そ
の
お

礼
と
し
て
同
年
10
月
に
、
登
別
市
か
ら
ポ

ニ
ー
2
頭
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　
　

歴
史
的
ゆ
か
り
か
ら
始
ま
っ
た
縁

　
　
　
　

―
白
石
市
と
の
つ
な
が
り
―

　

旧
仙
台
藩
白
石
城
主
片
倉
家
が
登
別
開

拓
の
礎
を
築
い
た
歴
史
的
ゆ
か
り
を
き
っ

か
け
に
、
昭
和
58
年
10
月
、
登
別
市
と
白

石
市
は
姉
妹
都
市
提
携
の
盟
約
を
締
結
し
、

現
在
に
至
る
ま
で
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、

教
育
な
ど
の
分
野
で
交
流
を
深
め
て
き
ま

し
た
。

　
　

白
石
市
が
つ
な
い
だ
縁

　
　
　
　

―
海
老
名
市
と
の
交
流
―

　

平
成
20
年
11
月
に
開
催
さ
れ
た
白
石
市

農
業
祭
で
、
海
老
名
市
と
姉
妹
都
市
提
携

を
結
ぶ
白
石
市
の
市
長
の
仲
介
の
も
と
、

登
別
市
長
と
海
老
名
市
長
の
懇
談
が
行
わ

れ
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。

交
流
の
始
ま
り

災
害
時
の
相
互
支
援

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
交
流
へ

広
が
る
交
流

北海道・宮城・神奈川をつなぐ。
 
－３市のいままでとこれから－

広
が
る
交
流　

羽
ば
た
く
未
来

登
別
市
・
白
石
市
・
海
老
名
市

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
交
流

▲ 海老名市から寄贈
された消防車

▲ トライアングル交流の構成

▲ 登別市から贈呈した
ポニー。海老名市で
は子どもたちの人気
者です
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白
石
市
と
の
交
流
は
32
年
、
海
老
名
市

と
の
交
流
は
6
年
、
そ
し
て
3
市
の
ト
ラ

イ
ア
ン
グ
ル
交
流
か
ら
間
も
な
く
4
年
が

経
ち
ま
す
。

　

長
き
に
わ
た
っ
て
姉
妹
都
市
交
流
を
行

う
白
石
市
と
の
関
係
は
、
揺
る
ぎ
な
い
も

の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
白
石
市

を
通
じ
て
生
ま
れ
た
、
海
老
名
市
と
の
き

ず
な
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
強
固
な
も
の
に

す
る
た
め
『
登
別
市
・
海
老
名
市
姉
妹
都

市
締
結
へ
の
決
意
書
』
を
交
わ
し
、
両
市

の
意
思
を
明
確
に
し
ま
し
た
。

　

観
光
や
経
済
、
教
育
、
小
・
中
学
生
を

中
心
と
す
る
文
化
交
流
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流

に
と
ど
ま
ら
ず
、
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
場

合
な
ど
、
互
い
に
支
援
が
必
要
な
と
き
に

助
け
合
う
関
係
は
、
今
後
の
登
別
市
に

と
っ
て
大
き
な
財
産
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
行
政
だ
け
で
は
な
く
、
市
民
間

の
積
極
的
な
交
流
が
展
開
さ
れ
、
き
ず
な

は
よ
り
い
っ
そ
う
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
は
、
今
後
も
、
異
な
る
地
域
特
性
と

魅
力
を
持
つ
3
市
の
友
好
関
係
を
さ
ら
に

深
め
、
互
い
の
ま
ち
の
発
展
に
つ
な
げ
て

い
き
ま
す
。

　

『
海
老
名
市
・
白
石
市
姉
妹
都
市
提
携

20
周
年
記
念
式
典
』
の
後
に
行
わ
れ
た
祝

賀
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
登
別
市
・
海
老

名
市
の
交
流
を
踏
ま
え
、
白
石
市
長
立
ち

会
い
の
も
と
、
両
市
長
が
『
登
別
市
・
海

老
名
市
姉
妹
都
市
締
結
へ
の
決
意
書
』
に

署
名
を
行
い
ま
し
た
。

の
関
係
者
な
ど
総
勢
47
人
が
、
昨
年
11
月

に
行
わ
れ
た
『
海
老
名
市
・
白
石
市
姉
妹

都
市
提
携
20
周
年
記
念
式
典
』
に
参
加
し

ま
し
た
。

　

記
念
式
典
で
は
、
今
後
も
海
老
名
市
・

白
石
市
の
両
市
発
展
の
た
め
に
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が
300
人
の
出
席
者
を
前
に
約

束
さ
れ
ま
し
た
。

月
に
白
石
市
の
市
制
施
行
40
周
年
記
念
式

典
で
、
姉
妹
都
市
提
携
の
盟
約
を
締
結
し
、

昨
年
で
20
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

登
別
市
は
、
こ
の
2
市
の
記
念
す
べ
き

20
周
年
を
お
祝
い
す
る
た
め
、
登
別
市
姉

妹
都
市
等
都
市
間
交
流
協
会
会
長
を
団
長

と
し
、
登
別
市
連
合
町
内
会
会
長
と
登
別

市
文
化
協
会
会
長
を
副
団
長
と
す
る
市
民

訪
問
団
と
、
市
長
、
市
議
会
議
長
の
ほ
か
、

登
別
観
光
協
会
、
登
別
室
蘭
青
年
会
議
所

　

海
老
名
市
と
白
石
市
は
、
平
成
6
年
10

　

さ
ら
に
、
3
市
の
つ
な
が
り
は
小
学
生

の
『
絵
画
作
品
交
流
展
』
、
中
学
生
の

『
ふ
る
さ
と
の
ま
ち
を
語
る
交
流
事
業
』
、

『
少
年
野
球
交
流
大
会
』
な
ど
、
子
ど
も

た
ち
の
交
流
へ
と
発
展
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
か
ら
は
、
海
老
名
市
の
市

民
訪
問
団
が
毎
年
登
別
市
を
訪
れ
る
よ
う

に
な
り
、
今
ま
で
4
回
の
訪
問
で
、
約
１

千
200
人
が
登
別
温
泉
や
カ
ル
ル
ス
温
泉
に

宿
泊
。
同
訪
問
団
は
、
札
内
町
の
『
交
流

の
森
』
で
今
後
も
交
流
が
続
く
こ
と
を
願

い
、
記
念
植
樹
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
か
ら
26
年
に
か
け
て
は
、
登

別
市
連
合
町
内
会
と
登
別
市
文
化
協
会
が

海
老
名
市
の
各
関
係
団
体
と
の
交
流
を
開

始
し
、
互
い
の
組
織
の
課
題
や
取
り
組
み

な
ど
に
つ
い
て
情
報
交
換
し
て
い
ま
す
。

海
老
名
市
・
白
石
市
姉
妹
都
市

提
携
20
周
年
の
お
祝
い
の
席
へ

『
登
別
市
・
海
老
名
市
姉
妹
都
市

締
結
へ
の
決
意
書
』
に
署
名

3
市
の
こ
れ
か
ら

―
広
が
る
交
流
・
羽
ば
た
く
未
来
―

問
い
合
わ
せ

　

総
務
グ
ル
ー
プ

（
☎
85
１
１
３
０
）

▲ 海老名市・白石市姉妹都市提携20周年記念式典

▲決意書を披露する両市長

　海老名市とは、登別市連合
町内会や登別市文化協会など、
各団体の交流をはじめ、子ど
ものスポーツ・文化交流も積
極的に行われるようになり、
教育にとっても良い機会と
なっています。
　交流で生まれる、互いの歴
史やまちづくりについて学ぶ
機会を通し、より親密な市民
同士のお付き合いにつながっ
ていくと思います。市民の交
流を通して、きずなを深めて
いきたいですね。

日
ひ

野
の

 安
やす

信
のぶ

さん

登別市姉妹都市等都市間交流協会会長

両市の交流を市民で
盛り上げていきたい
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